
信州幼児教育支援センターでは、各小学校で実施されて

いるスタートカリキュラムや各園の保育実践を見直し、

子どもの発達と学びをつなぐ接続を実現していけるよう、

園・小接続について大切にしたい理念・考え方を示した

【理論編1.0】を作成し、園・小学校へ配付しました。

各市町村や各園・小学校が作成する接続カリキュラムの開発に

ぜひ、ご活用ください
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問合せ先
信州幼児教育支援センター（長野県教育委員会事務局学びの改革支援課内）
〒380-8570 長野市南長野幅下692-2
電話 026-235-7489 FAX 026-235-7495
mail kyogaku@pref.nagano.lg.jp （担当：鈴木）

「連携あって接続なし」と
言われるけれど…
👉詳細は本誌Ｐ６参照

令和２年度末に、
各市町村や各園・小学校へ
５冊ずつ配布しました。

自身の実践を

見つめ直す

きっかけに

園・小学校

それぞれの

立場から

考えてみます


